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緑の風

倉本聰さ
ん来訪
　４月１８日午前，作家の倉本聰さ
んが私たちのセンターを訪問され
ました。倉本さんは，「北の国か
ら」などのTVドラマで有名です
が，最近は北海道富良野で 富良野
自然塾を立ち上げ ， ゴルフ場を森
に戻す活動をされています。その一
貫として ，みずから「地球の道」
などの環境教育プログラムを作成
して環境教育に熱心に取り組んで
おられます。

　この自然塾のプログラムが，今年か
ら丹後の「海と星の見える丘公園」で
も実施されることになりましたが，京
都教育大学が協力して，新しいプログ
ラムの開発などに関わることになって
います。環境教育実践センターが中心
となってそのプロジェクトを始めまし
たので，丹後での講演の際に倉本さん
が立ち寄って下さることになったわけ
です。梁川センター長の説明にずいぶ

ん興味をもたれたようで，熱心にセン
ター内の諸施設を見学されていかれま
した。「素晴らしいセンターですね，
ぜひまた訪問したい。」と大変喜んで
いただき，最後にセンタースタッフ一
同と記念撮影をしました。センターに
とって嬉しい一日となりました。

センター長挨拶
 梁川　正

平成23年4月1日より、理事、副学長を
退任された岡本正志先生を環境教育実
践センターにお迎えすることができ
て、ほんとうにうれしく思っていま
す。荒木先生の定年退職後、教員は
私一人でしたので、とても力強く思
います。これからもどうかよろしく
お願いいたします。そして、このた
び、この環境教育実践センターだよ
りを岡本先生の編集によって発刊し
ていただけることになりましたこと
は、まことにありがたく思います。

　センターでは、植物を育てること
と食の循環、エネルギーの循環に関
わるさまざまな教育、研究活動を推進
して、ホームページ等で公開していま
すが、広報不足な部分も多く、学内の
みなさんへの理解が不十分な点もある
かもしれませんので、このセンターだ
よりは、その意味でとても意義あるも
のと思っています。協力しあって進め
ていけたらと期待しています。どうぞ
よろしくお願いいたします。

倉本聰さん来訪 農業実習の開始センター長あいさつ センターの四季 スタッフから
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倉本さんとセンタースタッフ一同

倉本さんを案内する梁川センター長
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センターの四季

農業実習の開始

今年も農業実習の授業がはじまりました。受
講者はコンソーシアムなど，外部の受講者を
含めて３０人。みなさん，本当に楽しく実習
されています。

梁川先生が基礎的・理論的な解説をされた
後，グループに分かれて土作りから種植え，
苗つくりなどを行います。

４月１５日　ジャガイモの植え付け

４月２２日　コーンの種まき

はじめて鍬をもつ学生から，すでに４回目の
参加だという地域の方などが入り交じり，楽
しい歓声があちこちからあがります。

スタッフから

岡本正志  :４月１日からセンター
スタッフとなりました。すばらし
い環境でワクワクするような毎日
です。丹後での環境教育プログラ
ムの開発やエネルギー環境教育な
どを担当します。

原発事故などで，我が国のエネル
ギー政策についての見直しが求め
られています。環境教育がますま
す重要になっていると思います。
今後ともどうぞよろしくお願いし
ます。

辻　俊夫  :技術職員として勤務する辻
俊夫です。このような文章を書くという
ことには大変不慣れなので、うまく伝え
られない事が多々あると思いますが何卒
ご容赦ください。

当センターでは現在水田にレンゲ、畑に
ジャガイモやトウモロコシの若葉、その
他たくさんの花苗が今を盛りに美しい花
を咲かせています。
このような自然環境豊かなところで
日々、栽培作物の管理作業や学生実習の
補助などをしています。これからもよろ
しくお願いします。

越智周作  :技能補佐員の越智周作で
す、よろしくお願いします。

当センターは四季がはっきりと肌で目で
耳で感じ取ることができます。寒風の吹
く中でも陽だまりに土筆が春を待ってい
ます。夏の暑い中でも稲の穂や柿の実が
大きく成長を続けています。
このように一日一日が楽しく過ごせると

ころです。
センターの花々　

センターには様々な花が咲いています。
少しずつ紹介します。

ウンナンオウバイ（Jasminum mesnyi)　
上の写真

中国西南部原産の常緑低木。明治初期
に渡来したと言われる。根元から多数
分枝し、上部で垂れ下がるので斜面へ
の植栽が適している。センター北の高校
グラウンド側斜面に植えられている。３
月から４月にかけ、直径4cm前後の黄色
い花を 咲かせる。

編集後記

環境教育実践センターのニュースレター
を発行することになりました。セン
ターの活動や四季の姿をみなさんに紹
介できれば嬉しく思います。無理せず，
楽しく編集していく予定です。今後とも
ご愛読よろしくお願いします。（O）

寒冷紗をかけて終了。ばんざーい！

センター時歴

4月9日（土）　伏見フェスタへの出店　

　植物再生の不思議さを体験する培養実験をし
てみよう　春の草花苗の販売

4月14日（木）　農業実習（１）始まる

4月16日（土）　公開講座　「幼稚園の自然観
察・栽培・飼育実技講座」始まる7月9日まで6

回     

4月18日（月）倉本聰氏来訪

4月22日（金）　附属幼稚園5歳児親子ジャガイ
モの管理（除草、追肥、土寄せ）

4月23日（土）子どもゆめ基金助成活動「野菜
や草花を栽培して育てる楽しみや不思議さ、大
切さを学習する体験教室」　12月10日まで12回

4月25日（月）京都新聞取材（梁川先生）。地
球デザインスクール清水睦事務局長来訪

4月27日（水）　ボランティア「塊の会」活動　
センター内清掃、ジャガイモ管理（除草、追
肥、土寄せ）、球根畑除草、落ち葉清掃


